
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
一缶体の熱交換器内に給湯回路加熱用水管と 暖房
回路加熱用水管を 単水循環流路管の一次熱交換器と、前記単水循環流路
管の出口から暖房用二次熱交換器を介して前記単水循環流路管の入口に接続して閉回路を
形成した一次温水循環 路と、前記単水循環流路の途中から分岐して給湯用取出口を形成
した出湯流路と、

前記一次熱交換器
の

加熱するバーナ及び 燃焼用ファンと、

を備え、前記出湯流路を用いた給湯運
転、前記二次熱交換器を用いた暖房運転、あるいは前記出湯流路と二次熱交換器を用いた
同時運転を行う構成としたガス給湯暖房機。
【請求項２】
一缶体内で単水管を加熱する一次熱交換器と、一次熱交換器を加熱する単一の燃焼バーナ
ーと、複数のガス供給流路に供給する燃料ガス量を一つのガス比例制御弁で制御する燃料
ガス供給部と、燃焼バーナーに燃焼用空気を供給する単一の燃焼用ファンと、供給水が流
れる入水流路と、一次熱交換器で加熱された湯が流れる出湯流路と、入水流路から分岐し
出湯流路へ入水させる給湯バイパス流路と、入水温度を検出する入水温度サーミスタと、
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前記給湯回路加熱用水管に直列接続した
単水管で形成した

流
前記給湯回路加熱用水管への入水流路から分岐し出湯流路へ入水させ、

途中に給湯バイパス制御弁を有する給湯バイパス流路と、給湯運転時に
給湯回路加熱用水管を、暖房運転時と給湯及び暖房の同時運転時に給湯回路加熱用水管

と暖房回路加熱用水管を 前記バーナへの空気を送る
前記給湯運転、前記暖房運転、前記給湯及び暖房の同時運転の動作制御を行い、かつ暖房
運転時に前記給湯バイパス制御弁を開く制御手段と



出湯温度を検出する出湯温度サーミスタと、入水時の水流を検知する入水流検知手段と、
給湯バイパス流路の開度を調整する給湯バイパス制御弁と、一次熱交換器に供給水を流す
入水開閉弁と、一次熱交換器を出た湯の温度を検出する給湯一次熱交換器出口サーミスタ
と、入水流路と合流し出湯流路と分岐する一次温水循環流路と、一次温水循環流路を開閉
する一次温水循環流路開閉弁と、入水流路から一次温水循環流路への逆流を防止する逆止
弁と、一次温水循環流路内の温水を搬送するための一次温水循環ポンプと、一次熱交換器
への水流を検知するための一次熱交換器水流検知手段と、一次熱交換器に供給される入水
温度を検出する一次熱交換器入水サーミスタと、一次熱交換器を出た循環温水温度を検出
する循環温水一次熱交換器出口サーミスタと、二次温水が流れる二次温水循環流路と、一
次温水循環流路と二次温水循環流路の間で熱交換を行う二次熱交換器と、これらの動作制
御を行う制御手段とを備え、給湯単独運転、単独で二次熱交換器での熱交換を行う運転、
およびそれらの同時運転を行うガス給湯暖房機。
【請求項３】
一缶体の熱交換器内に給湯回路加熱用水管と 暖房
回路加熱用水管を 単水循環流路管の一次熱交換器と、前記単水循環流路
管の出口から暖房用二次熱交換器を介して前記単水循環流路管の途中に接続して閉回路を
形成した一次温水循環 路と、前記単水循環流路の途中から分岐して給湯用取出口を形成
した出湯流路と、

前記一次熱交換器
の

加熱するバーナ及び 燃焼用ファンと、

を備え、前記出湯流路を用いた給湯運
転、前記二次熱交換器を用いた暖房運転、あるいは前記出湯流路と二次熱交換器を用いた
同時運転を行う構成としたガス給湯暖房機。
【請求項４】
一次温水循環 路と単水循環流路管の接続は、一次熱交換器の給湯回路加熱用水管の下流
側で、かつ暖房回路加熱用水管の上流側に接続した請求項３記載のガス給湯暖房機。
【請求項５】
一缶体内で単水管を加熱する一次熱交換器と、一次熱交換器を加熱する燃焼バーナーと、
各ガス比例制御弁で燃料ガス量が調整される複数の燃料ガス供給流路とそれらの燃料ガス
供給流路同士を開閉するガス流路開閉弁で構成される燃料ガス供給部と、燃焼バーナーに
燃焼用空気を供給する単一の燃焼用ファンと、供給水が流れる入水流路と、一次熱交換器
で加熱された湯が流れる出湯流路と、入水流路から分岐し出湯流路へ入水させる給湯バイ
パス流路と、入水温度を検出する入水温度サーミスタと、出湯温度を検出する出湯温度サ
ーミスタと、入水時の水流を検知する入水流検知手段と、給湯バイパス流路の開度を調整
する給湯バイパス制御弁と、一次熱交換器を出た湯の温度を検出する給湯一次熱交換器出
口サーミスタと、出湯流路の分岐部より下流側の一次熱交換器の単水管に接続した一次温
水循環流路と、一次温水循環流路を開閉する一次温水循環流路開閉弁と、入水流路から一
次温水循環流路への逆流を防止する逆止弁と、一次温水循環流路内の温水を搬送するため
の一次温水循環ポンプと、一次温水循環流路内の水流を検知するための一次温水循環流路
水流検知手段と、一次熱交換器を出た循環温水温度を検出する循環温水一次熱交換器出口
サーミスタと、二次温水が流れる二次温水循環流路と、一次温水循環流路と二次温水循環
流路の間で熱交換を行う二次熱交換器と、これらの動作制御を行う制御手段とを備え、給
湯単独運転、単独で二次熱交換器での熱交換を行う運転、およびそれらの同時運転を行う
ガス給湯暖房機。
【請求項６】
複数の一次温水循環流路を有し、各一次温水循環流路には一次温水循環流路開閉弁を備え
た請求項１～５のいずれか１項記載のガス給湯暖房機。
【請求項７】
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前記給湯回路加熱用水管への入水流路から分岐し出湯流路へ入水させ、

途中に給湯バイパス制御弁を有する給湯バイパス流路と、給湯運転時に
給湯回路加熱用水管を、暖房運転時と給湯及び暖房の同時運転時に給湯回路加熱用水管

と暖房回路加熱用水管を 前記バーナへの空気を送る
前記給湯運転、前記暖房運転、前記給湯及び暖房の同時運転の動作制御を行い、かつ暖房
運転時に前記給湯バイパス制御弁を開く制御手段と

流



複数の一次温水循環流路の内、少なくとも一つは出湯流路から分岐する構成とした請求項
６のガス給湯暖房機。
【請求項８】
入水時の水流を検知する手段として、出湯流路内の圧力低下を検知する圧力低下検知手段
を備えた請求項１～５のいずれか１項記載のガス給湯暖房機。
【請求項９】
出湯流路中にある容積を有する給湯タンクを配置した構成の請求項１～５のいずれか１項
記載のガス給湯暖房機。
【請求項１０】
給湯バイパス流路とは別に流路開閉弁を備えた固定バイパス流路を配置した請求項 ～５
のいずれか１項記載のガス給湯暖房機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、台所・洗面所・カラン・シャワー等に湯を供給する給湯運転、また浴室暖房
乾燥機・温水エアコン・床暖房温水マット等の暖房端末機に温水を供給する暖房運転、ま
た浴槽へある湯量の注湯や浴槽水を追い焚きする風呂運転を行うガス給湯暖房機において
、一缶体の熱交換器内に給湯回路水管と暖房回路加熱用水管を兼用した単水循環流路管を
配置した構成から、これら複数の用途の温水を取り出すことのできる熱源機を提供する技
術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種のガス給湯暖房機は図１０に示すような構成になっていた。すなわち一缶
体内に給湯回路水管と暖房回路水管の二水管を配置した熱交換器１０１と、この熱交換器
１０１を加熱する燃焼バーナー１０２と、複数のガス供給流路に供給するガス量を一つの
ガス比例制御弁１０３で制御する燃料ガス供給部１０４と、燃焼バーナー１０２に燃焼用
空気を供給する燃焼用ファン１０５と、供給水が流れる入水流路１０６と、熱交換器１０
１で加熱された湯が流れる出湯流路１０７と、入水流路１０６から分岐し出湯流路１０７
へ入水させる給湯バイパス流路１０８と、入水温度を検出する入水温度サーミスタ１０９
と、入水時の水流を検知する入水流検知手段１１０と、給湯バイパス流路１０８の開度を
調整する給湯バイパス制御弁１１１と、暖房温水である二次温水が流れる二次温水循環流
路１１２と、これらの動作制御を行う制御手段１１３を備えた構成となっており、給湯単
独運転、暖房単独運転、およびそれらの同時運転を行うことができる。
【０００３】
　本構成の特徴としては、一缶体である給湯側熱交換器に一水管である給湯回路管を配置
し、一缶体である暖房側熱交換器に一水管である暖房回路管を配置した従来の二缶二水方
式の熱交換器の構成を、給湯回路管と暖房回路管の二水管を一缶体の熱交換器の中に配置
した一缶二水の構成とし、コンパクトな熱交換器となっていることである（例えば、特許
文献１参照）。
【０００４】
　以下、図１０を用いて給湯単独運転、暖房単独運転、およびそれらの同時運転の場合の
動作について説明を行う。
【０００５】
　まず給湯単独運転の場合、使用者が給湯栓を「開」とすると入水流検知手段１１０によ
り水流が検知され、制御手段１１３はガス元電磁弁 を「開」とし、燃焼バーナー１
０２の一部に備えられた点火器をスパークさせ、ガス比例制御弁１０３で燃料ガス流量を
調整して燃焼が開始する。
【０００６】
　この時制御手段１１３は給湯熱交換器出口サーミスタ１１５で検出される温度が所定の
温度（たとえば５５℃）となるように入水温度サーミスタ１０９で検出される入水温度を
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検出しながら燃焼量の調整を行う。
【０００７】
　そして制御手段１１３は、熱交換器１０１を出た出湯流路１０７を流れる湯と、給湯バ
イパス流路１０８を流れる水道水が混合された出湯温度サーミスタ１１６で検出される出
湯温度を使用者が設定した温度となるように給湯バイパス制御弁 の開度を調整する
。
【０００８】
　なおこの時暖房運転は行っていないが、一缶体である熱交換器１０１の中には暖房回路
水管と給湯回路水管が部分的に重なって存在するため、暖房回路水管内の温水も加熱され
ることになる。したがって暖房回路水管内の温水が過熱・沸騰する危険性を有する。
【０００９】
　次に暖房単独運転の場合は、制御手段１１３に暖房運転開始の入力がなされると制御手
段１１３は二次温水循環ポンプ１１７を駆動し、二次温水循環流路１１２内の温水を搬送
させる。
【００１０】
　制御手段１１３はガス元電磁弁１１４を「開」とし、燃焼バーナー１０２の一部に備え
られた点火器をスパークさせ、ガス比例制御弁１０３で燃料ガス流量を調整して燃焼が開
始する。暖房単独燃焼の場合、燃焼バーナー１０２の一部を使用して暖房回路水管を加熱
する。
【００１１】
　制御手段１１３は二次温水熱交換器出口サーミスタ１１８で検出される二次温水温度が
所定の温度（たとえば８０℃）となるように燃焼量の調整を行う。
【００１２】
　なおこの時給湯運転は行っていないが、一缶体である熱交換器１０１の中には暖房回路
水管と給湯回路水管が部分的に重なって存在するため、給湯回路水管内の温水も加熱され
ることになる。したがって給湯回路水管内の水が過熱・沸騰する危険性を有する。
【００１３】
　最後に給湯運転と暖房運転を同時に行う同時運転の場合は、給湯運転の方を優先して行
うため暖房側の湯温制御は成り行きになる。したがって制御手段１１３がガス比例制御弁
１０３の開度を小さくした場合には暖房側の要求温度に対して供給熱量が不十分であった
り、ガス比例制御弁１０３の開度を大きくした場合には暖房側の要求温度に対して過度に
熱量を供給したりすることが考えられる。また給湯回路水管と暖房回路水管が重なって存
在する部分では、それぞれの水管内の温水温度によって熱の吸収量が異なるので制御手段
１１３には複雑な湯温制御が要求される。
【特許文献１】特開平９－２４３１６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　上記のように一缶体の熱交換器内に給湯回路水管と暖房回路水管の二水管を配置し、単
一の燃焼バーナーと単一の燃焼用ファンで加熱される構成の従来のガス給湯暖房機では、
給湯単独運転あるいは暖房単独運転を行う際には、運転されない他方水管が過熱・沸騰す
るという課題を有していた。
【００１５】
　本発明は上記従来の課題を解決するもので、給湯単独運転あるいは暖房単独運転を行う
際に、運転されない他方管が過熱・沸騰することを回避させることを目的とする。また給
湯運転と暖房運転の同時運転時に比較的簡単な湯温制御方法を与える。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記従来の課題を解決するために本発明のガス給湯暖房機は、一缶体の熱交換器内に給
湯回路加熱用水管と 暖房回路加熱用水管を
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前記給湯回路加熱用水管に直列接続した 単水管



単水循環流路管 前記単水循環流路管の出口から暖房用二次
熱交換器を介して 入口に接続して閉回路を形成した一次温水循環
路

前記一次熱交換器の

加熱するバーナ及び 燃焼用ファンと、

を備え、前記出湯流路を用いた給湯運転、前記二次熱交換器を
用いた暖房運転、あるいは前記出湯流路と二次熱交換器を用いた同時運転を行う構成とし
てある。
【００１７】
　上記発明によれば、給湯運転時には単水循環流路管から途中で分岐した出湯流路から給
湯し、暖房運転時には単水循環流路管内の温水を専用循環ポンプで搬送して単水循環流路
管途中に設けられた二次熱交換器で暖房回路管を加熱する構成としているため、給湯単独
運転あるいは暖房単独運転を行う際に、運転されない他方管が過熱・沸騰することを回避
できる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明のガス給湯暖房機によれば、一缶体の熱交換器内に給湯回路加熱用水管と

暖房回路加熱用水管を 単水循環流路管
前記単水循環流路管の出口から暖房用二次熱交換器を介して

入口に接続して閉回路を形成した一次温水循環 路

前記一次熱交換器の
加熱するバーナ及び

燃焼用ファンと、

構成である。
【００１９】
　これによって従来の構成である一缶体内に二水管を配置した構成において、給湯単独運
転あるいは暖房単独運転を行う際に、運転されない他方管が過熱・沸騰することを回避で
きるという効果を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　第１の発明は、一缶体の熱交換器内に給湯回路加熱用水管と

暖房回路加熱用水管を 単水循環流路管の一次熱交換器と、
前記単水循環流路管の出口から暖房用二次熱交換器を介して前記単水循環流路管の入口に
接続して閉回路を形成した一次温水循環 路と、前記単水循環流路の途中から分岐して給
湯用取出口を形成した出湯流路と、

前記一次熱交換器の
加熱するバーナ及び

燃焼用ファンと、
を備え、前記出湯流

路を用いた給湯運転、前記二次熱交換器を用いた暖房運転、あるいは前記出湯流路と二次
熱交換器を用いた同時運転を行う構成としたことを特徴とするものである。
【００２１】
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で形成した の一次熱交換器と、
前記単水循環流路管の 流

と、前記単水循環流路の途中から分岐して給湯用取出口を形成した出湯流路と、前記給
湯回路加熱用水管への入水流路から分岐し出湯流路へ入水させ、途中に給湯バイパス制御
弁を有する給湯バイパス流路と、給湯運転時に 給湯回路加熱用水管を
、暖房運転時と給湯及び暖房の同時運転時に給湯回路加熱用水管と暖房回路加熱用水管を

前記バーナへの空気を送る 前記給湯運転、前記暖房
運転、前記給湯及び暖房の同時運転の動作制御を行い、かつ暖房運転時に前記給湯バイパ
ス制御弁を開く制御手段と

前記給
湯回路加熱用水管に直列接続した 単水管で形成した
の一次熱交換器と、 前記単水
循環流路管の 流 と、前記単水循環流路の
途中から分岐して給湯用取出口を形成した出湯流路と、前記給湯回路加熱用水管への入水
流路から分岐し出湯流路へ入水させ、途中に給湯バイパス制御弁を有する給湯バイパス流
路と、給湯運転時に 給湯回路加熱用水管を、暖房運転時と給湯及び暖
房の同時運転時に給湯回路加熱用水管と暖房回路加熱用水管を 前記バ
ーナへの空気を送る 前記給湯運転、前記暖房運転、前記給湯及び暖房の
同時運転の動作制御を行い、かつ暖房運転時に前記給湯バイパス制御弁を開く制御手段と
を備え、前記出湯流路を用いた給湯運転、前記二次熱交換器を用いた暖房運転、あるいは
前記出湯流路と二次熱交換器を用いた同時運転を行う

前記給湯回路加熱用水管に
直列接続した 単水管で形成した

流
前記給湯回路加熱用水管への入水流路から分岐し出湯

流路へ入水させ、途中に給湯バイパス制御弁を有する給湯バイパス流路と、給湯運転時に
給湯回路加熱用水管を、暖房運転時と給湯及び暖房の同時運転時に給

湯回路加熱用水管と暖房回路加熱用水管を 前記バーナへの空気を送る
前記給湯運転、前記暖房運転、前記給湯及び暖房の同時運転の動作制御

を行い、かつ暖房運転時に前記給湯バイパス制御弁を開く制御手段と



　そして、給湯あるいは暖房に用いる温水は、バーナにより加熱される１つの単水循環流
路管を流れる循環水より得るようにしているため、給湯単独運転あるいは暖房単独運転を
行う際に、運転されない他方管が過熱・沸騰するという現象を回避できる。また、従来の
ように１つの熱交換器内に２水路を構成する必要がなく、構成の簡素化も図れるものであ
る。
【００２２】
　第２の発明は、一缶体内で単水管を加熱する一次熱交換器と、一次熱交換器を加熱する
単一の燃焼バーナーと、複数のガス供給流路に供給する燃料ガス量を一つのガス比例制御
弁で制御する燃料ガス供給部と、燃焼バーナーに燃焼用空気を供給する単一の燃焼用ファ
ンと、供給水が流れる入水流路と、一次熱交換器で加熱された湯が流れる出湯流路と、入
水流路から分岐し出湯流路へ入水させる給湯バイパス流路と、入水温度を検出する入水温
度サーミスタと、出湯温度を検出する出湯温度サーミスタと、入水時の水流を検知する入
水流検知手段と、給湯バイパス流路の開度を調整する給湯バイパス制御弁と、一次熱交換
器に供給水を流す入水開閉弁と、一次熱交換器を出た湯の温度を検出する給湯一次熱交換
器出口サーミスタと、入水流路と合流し出湯流路と分岐する一次温水循環流路と、一次温
水循環流路を開閉する一次温水循環流路開閉弁と、入水流路から一次温水循環流路への逆
流を防止する逆止弁と、一次温水循環流路内の温水を搬送するための一次温水循環ポンプ
と、一次熱交換器への水流を検知するための一次熱交換器水流検知手段と、一次熱交換器
に供給される入水温度を検出する一次熱交換器入水サーミスタと、一次熱交換器を出た循
環温水温度を検出する循環温水一次熱交換器出口サーミスタと、二次温水が流れる二次温
水循環流路と、一次温水循環流路と二次温水循環流路の間で熱交換を行う二次熱交換器と
、これらの動作制御を行う制御手段とを備え、給湯単独運転、単独で二次熱交換器での熱
交換を行う運転、およびそれらの同時運転を行う構成としたことを特徴とするものである
。
【００２３】
　そして、給湯運転時には一次温水循環流路から分岐した出湯流路から給湯し、暖房運転
時には一次温水循環流路内の温水を専用循環ポンプで搬送して一次温水循環流路途中に設
けられた二次熱交換器で暖房回路管である二次温水循環流路を加熱する構成としているた
め、燃焼バーナーで加熱される水管が単一の一次温水循環流路しかなく、給湯単独運転あ
るいは暖房単独運転を行う際に、運転されない他方管が過熱・沸騰することを回避できる
。
【００２４】
　第３の発明は、一缶体の熱交換器内に給湯回路加熱用水管と

暖房回路加熱用水管を 単水循環流路管の一次熱交換器と、
前記単水循環流路管の出口から暖房用二次熱交換器を介して前記単水循環流路管の途中に
接続して閉回路を形成した一次温水循環 路と、前記単水循環流路の途中から分岐して給
湯用取出口を形成した出湯流路と、

前記一次熱交換器の
加熱するバーナ及び

燃焼用ファンと、
を備え、前記出湯流

路を用いた給湯運転、前記二次熱交換器を用いた暖房運転、あるいは前記出湯流路と二次
熱交換器を用いた同時運転を行う構成としたことを特徴とするものである。
【００２５】
　第４の発明は、一次温水循環 路と単水循環流路管の接続は、一次熱交換器の給湯回路
加熱用水管の下流側で、かつ暖房回路加熱用水管の上流側に接続したことを特徴とするも
のである。
【００２６】
　そして、一次温水循環流路中の給湯運転部分と暖房運転部分を分離することで、給湯単
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前記給湯回路加熱用水管に
直列接続した 単水管で形成した

流
前記給湯回路加熱用水管への入水流路から分岐し出湯

流路へ入水させ、途中に給湯バイパス制御弁を有する給湯バイパス流路と、給湯運転時に
給湯回路加熱用水管を、暖房運転時と給湯及び暖房の同時運転時に給

湯回路加熱用水管と暖房回路加熱用水管を 前記バーナへの空気を送る
前記給湯運転、前記暖房運転、前記給湯及び暖房の同時運転の動作制御

を行い、かつ暖房運転時に前記給湯バイパス制御弁を開く制御手段と

流



独運転あるいは暖房単独運転を行う際に、運転されない他方管が過熱・沸騰するという現
象をより回避することができる。
【００２７】
　第５の発明は、一缶体内で単水管を加熱する一次熱交換器と、一次熱交換器を加熱する
燃焼バーナーと、各ガス比例制御弁で燃料ガス量が調整される複数の燃料ガス供給流路と
それらの燃料ガス供給流路同士を開閉するガス流路開閉弁で構成される燃料ガス供給部と
、燃焼バーナーに燃焼用空気を供給する単一の燃焼用ファンと、供給水が流れる入水流路
と、一次熱交換器で加熱された湯が流れる出湯流路と、入水流路から分岐し出湯流路へ入
水させる給湯バイパス流路と、入水温度を検出する入水温度サーミスタと、出湯温度を検
出する出湯温度サーミスタと、入水時の水流を検知する入水流検知手段と、給湯バイパス
流路の開度を調整する給湯バイパス制御弁と、一次熱交換器を出た湯の温度を検出する給
湯一次熱交換器出口サーミスタと、出湯流路の分岐部より下流側の一次熱交換器の単水管
に接続した一次温水循環流路と、一次温水循環流路を開閉する一次温水循環流路開閉弁と
、入水流路から一次温水循環流路への逆流を防止する逆止弁と、一次温水循環流路内の温
水を搬送するための一次温水循環ポンプと、一次温水循環流路内の水流を検知するための
一次温水循環流路水流検知手段と、一次熱交換器を出た循環温水温度を検出する循環温水
一次熱交換器出口サーミスタと、二次温水が流れる二次温水循環流路と、一次温水循環流
路と二次温水循環流路の間で熱交換を行う二次熱交換器と、これらの動作制御を行う制御
手段とを備え、給湯単独運転、単独で二次熱交換器での熱交換を行う運転、およびそれら
の同時運転を行う構成としたことを特徴とするものである。
【００２８】
　そして、暖房単独運転時に給湯運転を行うことを想定した場合、給湯栓「開」直後に過
熱された高温の湯が出湯されることを回避するために、一次温水循環流路を給湯用の出湯
流路より下流で形成する構成とし、給湯側のガス比例制御弁と暖房側のガス比例制御弁を
持つ二つの燃料ガス供給流路と、それらの燃料ガス供給流路同士を開閉するガス流路開閉
弁を配した燃料ガス供給部を持ち、給湯運転と暖房運転の同時運転時には給湯運転と暖房
運転のどちらか先に運転していた方のガス比例制御弁で制御する燃焼制御を行う。この構
成によって一次温水循環流路中の給湯運転部分と暖房運転部分はより分離し、暖房単独運
転時に給湯運転を行うことを想定した場合の、給湯栓「開」直後に過熱された高温の湯が
出湯流路から出てくることを回避できる。なお、一缶体の一次熱交換器内に給湯回路水管
と暖房回路加熱用水管を兼用した一次温水循環流路を配置し、単一の燃焼バーナーと単一
の燃焼用ファンで単一の一次温水循環流路を加熱する構成になっており給湯単独運転ある
いは暖房単独運転を行う際に、運転されない他方管が過熱・沸騰することを回避できる。
【００２９】
　第６の発明は、複数の一次温水循環流路を有し、各一次温水循環流路には一次温水循環
流路開閉弁を備えたことを特徴とするものである。
【００３０】
　そして、一缶体である一次熱交換器を出た後の一次温水循環流路を複数に分岐して、そ
れぞれの一次温水循環流路に暖房回路管である二次温水循環流路との二次熱交換器を設け
、より多くの暖房用熱交換部を設けて使い勝手の向上を図ったものである。
【００３１】
　第７の発明は、複数の一次温水循環流路の内、少なくとも一つは出湯流路から分岐させ
た構成としたことを特徴とするものである。
【００３２】
　そして、一次温水循環流路途中で分岐させた出湯流路で得られる温水の温度は、一次熱
交換器を出た後の一次温水循環流路で得られる温水温度よりも低いため、暖房回路管であ
る二次温水循環流路をより低い温度で温めることができる。こうして高温度と低温度の 2
種類の暖房回路加熱用温水を取り出すことができるので使用する暖房端末の用途によって
使い勝手を向上させることができる。
【００３３】
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　第８の発明は、入水時の水流を検知する手段として、使用者が給湯栓を開いた時に出湯
流路の圧力低下現象を検出することを利用したものであり、この出湯流路内の圧力低下を
検知すると使用者の給湯使用を検知できる。
【００３４】
　第９の発明は、出湯流路中にある容積を有する給湯タンクを配置した構成としたもので
、暖房単独運転時に給湯運転を行うことを想定した場合、給湯栓「開」直後に過熱された
高温の湯が出湯されることを回避するために、出湯流路中にある容積の給湯タンクを配置
した構成としたものである。本構成によると暖房単独運転時に給湯栓「開」となった場合
、一次熱交換器内の過熱された湯の温度はこの給湯タンク内で緩和され、過熱された高温
の湯が直接出湯流路から出ることを回避できる。
【００３５】
　第１０の発明は、給湯バイパス流路とは別に流路開閉弁を備えた固定バイパス流路を配
置したもので、暖房単独運転時に給湯運転を行うことを想定した場合、給湯栓「開」直後
に過熱された高温の湯が出湯されることを回避するために、給湯バイパス流路とは別に流
路開閉弁を備えた固定バイパス流路を配置したもので、暖房運転を行っている時には給湯
栓「開」に備えてこの流路開閉弁を「開」としておき、暖房運転時の給湯使用時に一次熱
交換器内の過熱された湯を十分な水道水で混合し過熱された高温の湯が直接出湯流路から
出ることを回避できる。
【００３６】
　（実施の形態１）
　図１において、一缶体である一次熱交換器１の内部には、主流路として単水管の一次温
水循環流路２が配置されている。
【００３７】
　一次温水循環流路２は一次熱交換器１内に給湯回路加熱用水管１ａと暖房回路加熱用水
管１ｂを有し、この給湯回路加熱用水管１ａと暖房回路加熱用水管１ｂの境界部分で給湯
用の湯を供給するための出湯流路３に分岐する。
【００３８】
　燃焼バーナー４は複数、例えば、４ａ、４ｂ、４ｃ、４ｄ、４ｅの５つのバーナー部に
分かれており、必要な燃焼量に応じて各部分の組み合わせで燃焼させることができる。
【００３９】
　燃料ガス供給部５は、ガス供給開閉弁であるガス元電磁弁６、供給する燃料ガス量を調
整するガス比例制御弁７、燃焼バーナー４の複数部分のうち一つの部分（例えば、バーナ
ー部２ａの部分）以外に燃料ガスを供給する開閉電磁弁であるガス流路開閉弁８Ａ、８Ｂ
、８Ｃ、８Ｄで構成される。
【００４０】
　ここで燃焼バーナー４の各部分に供給される燃料ガス量は、単一のガス比例制御弁７で
調整される。燃焼バーナー４のバーナー部４ａの部分には点火器（図示せず）が設けられ
ている。
【００４１】
　一次温水循環流路２と出湯流路３の分岐部で一次熱交換器１内の上流側（図面右側）に
給湯回路加熱用水管１ａ、下流側（図面左側）に暖房回路加熱用水管１ｂを配設してあり
、燃焼バーナー４の各部分は給湯回路加熱用水管１ａ及び暖房回路加熱用水管１ｂを加熱
するのに対応した配置となっており、給湯回路加熱用水管１ａ及び暖房回路加熱用水管１
ｂは、それぞれに対応した燃焼バーナー４の各部分（例えば、図１のように、給湯回路加
熱用水管１ａはバーナー部 、 、 の部分、暖房回路加熱用水管１ｂはバーナー
部 、 部分）で加熱される。
【００４２】
　一次熱交換器１内の一次温水循環流路２上流側である給湯回路加熱用水管１ａで加熱さ
れた湯は出湯流路３を流れ、給湯バイパス流路９を流れる水道水と混合され給湯される。
【００４３】
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　また、一次温水循環流路２内には一次温水として給湯側と同じ水道水が満たされており
、一次温水循環ポンプ１０によって一次温水循環流路２内を搬送される。一次温水循環流
路２内には、一次熱交換器１を出た後の温水温度を検出するための循環温水一次熱交換器
出口サーミスタ１１、流路の開閉弁である一次温水循環流路開閉弁１２、入水流路１３か
らの水道水流入を防ぐ逆止弁１４が設けられている。
【００４４】
　一次温水循環流路開閉弁１２としては、例えば、内蔵されたヒーターによって弁を開閉
する熱動弁の構成が考えられる。
【００４５】
　一次熱交換器１で加熱された一次温水は、二次熱交換器１５で二次温水循環流路１６内
の二次温水と熱交換を行う。ここでは二次側の温水回路として、浴室暖房乾燥機・温水エ
アコン・床暖房温水マット等の暖房端末機に温水を供給して暖房運転を行う温水暖房装置
を想定している。この温水暖房装置は、暖房端末機の必要に応じた複数温度の温水を各暖
房端末機に供給することができ、ここでは高温側と低温側の２種類の温水温度を取り出す
場合を示している。
【００４６】
　以上のように構成されたガス給湯暖房機において、給湯単独運転、暖房単独運転、それ
ら同時運転の各運転動作について以下に説明を行う。
【００４７】
　まず給湯単独運転として、図２を用いてその動作を説明する。
【００４８】
　ガス給湯暖房機に電源が投入され、給湯運転や暖房運転実行の命令が制御手段１７に入
力されない待機状態の時には、入水開閉弁１８と一次温水循環流路開閉弁１２は「閉」の
状態を保っている。
【００４９】
　また給湯バイパス流路９の給湯バイパス制御弁１９は、ある開度（例えば、５０％）で
「開」としておく。この開度の検知であるが、例えば、給湯バイパス制御弁１９の駆動ア
クチュエータが制御手段１７からのパルス信号で制御されるステッピングモーターを用い
た構成であれば、ガス給湯暖房機に電源が投入された際に制御手段１７が給湯バイパス制
御弁１９を「全開」に駆動して、その時の駆動パルス数を記憶し、その「全開」時の駆動
パルス数の５０％で給湯バイパス制御弁１９を駆動するということで実現できる。
【００５０】
　外部入力手段２０の運転スイッチが「入」の状態で、使用者が台所等で給湯栓を「開」
とすると、給湯バイパス制御弁１９はある開度（例えば、５０％）を保っているので、入
水流路１３、給湯バイパス流路９、出湯流路３の順に水が流れ、入水流検知手段２１によ
って水流が検知される。
【００５１】
　入水流検知手段２１としては、たとえば水流部に設けられた回転体の水流量による回転
数をパルス信号として制御手段１７に検知させる構成が考えられる。そして検出されたパ
ルス信号と水流量はリニアな関係となっており、ある水流量（例えば、３ .０Ｌ／ｍｉｎ
）以上の水流パルス信号を検出すると入水流路１３、給湯バイパス流路９、出湯流路３の
流路系に水流が発生したと検知できる。
【００５２】
　入水流検知手段２１からの水流検知信号ａが制御手段１７に入力されると、制御手段１
７は入水開閉弁１８を「開」とする入水開閉弁「開」信号ｂを出力し、入水開閉弁１８を
「開」とする。
【００５３】
　入水開閉弁１８としてはたとえば電磁弁を用いた構成が考えられる。入水開閉弁１８が
「開」となると、入水流路１３から一次熱交換器１内の一次温水循環流路２へと水流が発
生し、一次熱交換器水流検知手段２２によって水流が検知される。
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【００５４】
　一次熱交換器水流検知手段２２としては、ある水流量（例えば、１ .０Ｌ／ｍｉｎ）以
上の水流が発生すると、マグネット式のバタフライスイッチが作動し、一次熱交換器水流
検知手段２２に電流が発生して水流検知できる水流スイッチの構成が考えられるものであ
る。
【００５５】
　一次熱交換器水流検知手段２２に水流が検知され、一次熱交換器水流検知手段２２から
の水流検知信号ｃが制御手段１７に入力されると、制御手段１７は燃焼バーナー４のバー
ナー部４ａの部分に設けられた点火器をスパークさせ、ガス元電磁弁６を「開」とするガ
ス元電磁弁「開」信号ｄを出力してガス元電磁弁６を「開」とし、あらかじめ設定された
初期点火時の燃料ガス量を供給する弁開度にガス比例制御弁７を駆動するガス比例制御弁
制御信号ｅを出力してガス比例制御弁７を制御し、燃焼バーナー４に点火する。
【００５６】
　ここでガス比例制御弁７は、制御手段１７からのガス比例弁制御信号ｅに応じて弁開度
を調整できる構成となっている。燃焼バーナー４の点火後、制御手段１７は、給湯一次熱
交換器出口サーミスタ２３がある一定の温度（例えば、５５℃）となるように、一次熱交
換器入水サーミスタ２４の検出温度から燃焼量を計算する。
【００５７】
　計算された燃焼量を実現するために制御手段１７は、ガス流路開閉弁８Ａ、８Ｂを開閉
させることによる燃焼バーナー４のバーナー部４ａ、４ｂ、４ｃ各燃焼部分の切り替え、
およびガス比例制御弁７の開度調整を制御する。
【００５８】
　使用者が給湯栓を「閉」とし入水流検知手段２１での水流検知がゼロとなると、制御手
段１７はガス元電磁弁７を「閉」として燃焼バーナー４での燃焼を停止させ、入水開閉弁
１８を「閉」として次段階の運転に備える。
【００５９】
　次に暖房単独運転として、図３を用いてその動作を説明する。
【００６０】
　暖房運転は、一次熱交換器１で加熱された一次温水が一次温水循環ポンプ１０によって
一次温水循環流路２内を搬送され、二次熱交換器１５で二次温水循環流路１６内の二次温
水と熱交換することで行われる。
【００６１】
　浴室暖房乾燥機・温水エアコン・床暖房温水マット等の各暖房端末機と制御手段１７は
普通双方向の信号通信が可能で、また各暖房端末機にはリモートコントローラー等の外部
入力手段が備わっており、使用者が各暖房端末機を使用したい場合にはこれらの各暖房端
末機の外部入力手段から各暖房端末機運転開始命令を入力し、その命令がガス給湯暖房機
の制御手段１７に伝達される仕組みになっている。
【００６２】
　また外部入力手段２０にも暖房運転開始命令を入力するスイッチがあり、暖房運転開始
の命令を入力することもできる。
【００６３】
　さてこのように各暖房端末機や外部入力手段２０により制御手段１７に暖房運転開始の
入力がなされると、制御手段１７は一次温水循環流路開閉弁１２を「開」とする一次温水
循環流路開閉弁「開」信号ｆを出力して一次温水循環流路開閉弁 を「開」とする。一
次温水循環流路開閉弁 として熱動弁を想定した場合、熱動弁内のヒーターが温まって
実際に弁が「開」となるにはある時間が必要（普通約１分）なので、一次温水循環流路開
閉弁「開」信号ｆが出力されてからある時間（例えば、１ .５分）経過すると、制御手段
は一次温水循環ポンプ１０駆動信号ｇを出力し一次温水循環ポンプ１０を駆動させる。
【００６４】
　一次温水循環流路開閉弁１２が「開」となり一時温水循環ポンプ１０が駆動していれば
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、一次温水循環流路２内には水流が生ずるので一次熱交換器水流検知手段２２から水流検
知信号ｃが制御手段１７に入力されると給湯単独運転の場合と同様に燃焼バーナー４は点
火される。
【００６５】
　そして必要な燃焼量に応じて制御手段１７は、ガス流路開閉弁８Ａ、８Ｂ、８Ｃ、８Ｄ
を開閉させることによる燃焼バーナー４のバーナー部２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄ、２ｅの各
燃焼部分の切り替え、およびガス比例制御弁７の開度調整を制御することができる。
【００６６】
　暖房運転の場合、循環温水二次熱交換器出口サーミスタ２５で検出される二次温水温度
は普通８０℃が必要である。
【００６７】
　従って、循環温水一次熱交換器出口サーミスタ１１で検出される一次温水温度を９０℃
程度にし、二次熱交換器１５で二次温水を８０℃に温めるようにする必要がある。よって
暖房単独運転の場合の燃焼量制御は、循環温水一次熱交換器出口サーミスタ１１で検出さ
れる一次温水温度が９０℃となるように行う。
【００６８】
　そして二次熱交換器１５での一次温水と二次温水との間の熱交換が進み、循環温水一次
熱交換器出口サーミスタ１１で検出される一次温水温度がある温度（例えば、９３℃）に
なると、制御手段１７は燃焼量を抑え、一次温水温度がある温度（例えば、８５℃）とな
ると再び燃焼量を増やす燃焼量制御を行う。
【００６９】
　このように暖房単独運転時には循環温水一次熱交換器出口サーミスタで検出される一次
温水温度がある温度域（例えば、８５℃から９３℃）となるように燃焼量制御を行う。
【００７０】
　なお、暖房単独運転時の一次温水を加熱する方法として、ガス給湯暖房機を設置した際
に行う試運転動作において、一定の燃焼量（例えば、１０００ｋｃａｌ／ｈ相当）で一定
時間（例えば、２分）燃焼させて一次温水を加熱し、一次熱交換器入水サーミスタ２４あ
るいは循環温水一次熱交換器出口サーミスタ１１で検出される一次温水の温度上昇分から
計算され制御手段１７に記憶される一次温水循環流路２の循環流量を用いると、循環温水
一次熱交換器出口サーミスタ１１で検出される一次温水温度を９０℃にするために、この
循環流量と一次熱交換器入水サーミスタ２４で検出される一次温水温度から必要な燃焼量
を計算してフィードフォワード制御し、より効率的に一次温水を加熱させることも考えら
れる。
【００７１】
　二次熱交換器１５において循環温水二次熱交換器出口サーミスタ２５で検出される温度
が８０℃程度に加熱された二次温水は、浴室暖房機等の高温側暖房端末機に用いられる場
合は高温往温水流路２６を流れてそのまま高温側暖房端末機に供給される。
【００７２】
　また加熱された二次温水が床暖房温水マット等の低温側暖房端末機に用いられる場合に
は、逆止弁２７を有した低温バイパス流路２８を流れ、二次温水循環ポンプ２９で搬送さ
れる各暖房端末機で熱交換した後の低温の戻り温水と混合させて６０℃程度とし、低温往
温水流路３０を流れて低温側暖房端末機に供給される。
【００７３】
　ここで低温側暖房端末機に供給される温水温度を６０℃程度にする方法としては、８０
℃程度に加熱された二次温水と二次温水循環ポンプ２９で搬送される各暖房端末機で熱交
換した後の低温の戻り温水の流量比率を流路抵抗設計によってある程度決定させることが
できる。やがて各暖房端末機での熱交換が進み各暖房端末機が燃焼一時停止を判断した命
令や、使用者による暖房運転停止命令が制御手段１７に入力されると暖房運転は停止する
。
【００７４】
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　最後に、給湯運転と暖房運転が同時に行われる同時運転の場合であるが、この同時運転
には給湯単独運転を行っている時に暖房運転を開始する場合と、暖房単独運転を行ってい
る時に給湯運転を開始する場合の２通りが考えられる。
【００７５】
　まず給湯単独運転を行っている時に暖房運転を開始する場合について図１～図３を用い
て説明する。なお給湯運転や暖房運転の詳細は上述と同様であり省略する。上述の給湯単
独運転を行っているときに、各暖房端末機や外部入力手段２０により制御手段１７に暖房
運転開始の入力がなされると、制御手段１７は一次温水循環流路開閉弁「開」信号ｆ、一
次温水循環ポンプ 駆動信号ｇを出力し一次温水循環流路２に水流が生じ、給湯運転と
暖房運転の同時運転が開始する。
【００７６】
　同時運転時には制御手段１７は給湯一次熱交換器出口サーミスタ２３で検出される温度
がある一定の温度（例えば、５５℃）となるように、ガス流路開閉弁８Ａ、８Ｂを開閉さ
せることによる燃焼バーナー４のバーナー部４ａ、４ｂ、４ｃ各燃焼部分の切り替え、お
よびガス比例制御弁７の開度調整を制御し、給湯運転を優先的に行う。
【００７７】
　なお暖房部分については、循環温水一次熱交換器出口サーミスタ２３で検出される一次
温水の温度を検出しながらできるだけ所定の温度（例えば、９０℃）にするため、制御手
段１７はガス流路開閉弁８Ｃ、８Ｄを開閉させることによる燃焼バーナー４のバーナー部
４ｄ、４ｅ各燃焼部分の切り替えを行って一次温水の湯温制御を行う。
【００７８】
　このときガス比例制御弁７の開度は給湯運転に優先されて制御されるため、一次温水の
湯温制御は燃焼バーナー部４ｄ、４ｅ各燃焼部分の切り替えによってしか制御できない。
すなわち、バーナー部４ｄ＝消火・バーナー部４ｅ＝消火、バーナー部４ｄ＝燃焼・バー
ナー部４ｅ＝燃焼、バーナー部４ｄ＝燃焼・バーナー部４ｅ＝消火、バーナー部４ｄ＝消
火・バーナー部４ｅ＝燃焼というような燃焼バーナー４のバーナー部４ｄ、４ｅの燃焼パ
ターンが考えられる。
【００７９】
　ここで、バーナー部４ｄ、４ｅの部分をガス流路開閉弁と燃焼バーナーの燃焼部分を一
組にしてより多く設けると、より燃焼量を細かく調整することが可能となるため、同時運
転時の場合でもより精度良く循環温水一次熱交換器出口サーミスタ２３で検出される一次
温水の温度を制御することができる。
・　　なお同時運転時に給湯運転が終了すると上述の暖房単独運転の場合と同様に、循環
温水一次熱交換器出口サーミスタ１１で一次温水の温度を制御する運転が行われるように
なる。
【００８０】
　次に暖房単独運転を行っている時に給湯運転を開始する場合について同様に図１～図３
を用いて説明する。暖房単独運転を行っている場合、一次熱交換器１内の一次温水循環流
路２は９０℃程度の高温になっていることがあり、使用者が台所等で給湯栓を「開」とし
た直後に高温の湯が出て危険な状態が考えられる。
【００８１】
　上述の給湯単独運転時のようにやがて入水開閉弁１８が「開」となって一次熱交換器に
給水されればこの高温出湯の危険性はなくなるが、こうした給湯栓「開」直後の高温出湯
を回避するため、上述の暖房単独運転の時も同様だが暖房運転を行っている時には、常に
給湯運転が開始されることを想定して、各暖房端末機や外部入力手段２０により制御手段
１７に暖房運転開始の入力がなされると、制御手段１７は給湯バイパス制御弁１９を全開
状態にしておく。
【００８２】
　そしてたとえば使用者が給湯栓を「開」として入水流検知手段２１からの水流検知信号
ａが検出されてからある所定の時間（例えば、５秒間）は制御手段１７は給湯バイパス制
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御弁１９を全開状態に保つ制御を行う。
【００８３】
　そうすると一次熱交換器１で加熱された高温の湯は、十分な流量の水道水と混合される
ため、給湯栓「開」直後の高温出湯を回避することができる。ここで給湯バイパス制御弁
１９の全開状態を解除する時間を決定する方法としては、制御手段１７が入水開閉弁
を「開」とする入水開閉弁「開」信号ｂを出力してからある所定の時間（例えば、５秒）
としたり、一次熱交換器入水サーミスタ２４で検出される温度と入水温度サーミスタ３１
で検出される温度との差が、例えば３Ｋ以内になってからある所定の時間（例えば、３秒
）としたりすることが考えられる。
【００８４】
　このように暖房単独運転を行っている際には制御手段１７は常に給湯バイパス制御弁１
９を全開状態に保つ制御を行い、十分な流量の水道水と一次熱交換器１で加熱された高温
の湯を混合することで、一次熱交換器１で加熱された高温の湯が直接出湯される危険性を
回避するようにする。そして給湯バイパス制御弁１９の全開状態が解除された後は、前述
の給湯単独運転時に暖房運転が開始される同時運転の場合と同様に給湯運転を優先的に行
う制御を行う。
【００８５】
　以上のように、一缶体である一次熱交換器１の内部に主流路として単水管の一次温水循
環流路２を配置した本実施例の構成および制御方法によれば、従来の構成である一缶体内
に二水管を配置した構成において、給湯単独運転や暖房単独運転を行った場合の他水管が
過熱・沸騰する現象を回避することができる。
【００８６】
　なお、図１～図３において、３２は燃焼用空気を供給するための燃焼用ファンである。
【００８７】
　（実施の形態２）
　図４は実施の形態２を示し、ここでは各ガス比例制御弁で燃料ガス量調整される複数の
燃料ガス供給流路として、実施の形態１記載の一次熱交換器１の給湯回路加熱用水管１ａ
と暖房回路加熱用水管１ｂに対応させるように二つとしている。
【００８８】
　図４において実施の形態１と異なるところは、暖房回路加熱用水管である一次温水循環
流路２を一缶体である一次熱交換器１の下流側で構成していることである。また燃料ガス
供給部５においても、一次熱交換器１の上流部と下流部のそれぞれに対応するように、ガ
ス比例制御弁７Ｂ、ガス比例制御弁７Ａを備えた二つの燃料ガス供給流路とこれら二つの
燃料ガス供給流路を開閉するガス流路開閉弁８Ａを備えたところである。
【００８９】
　このように構成されたガス給湯暖房機において、給湯単独運転、暖房単独運転、それら
同時運転の各運転動作について以下に説明を行う。
【００９０】
　まず給湯単独運転の場合は、使用者が給湯栓を「開」とすると出湯流路３には水流が生
じ、入水流検知手段２１によって水流検知がなされると実施の形態１で述べたように制御
手段１７は燃焼バーナー４の点火動作を行う。
【００９１】
　図４においては燃焼バーナー４のバーナー部 の部分に点火器が設けられており、ガ
ス比例制御弁７Ｂで燃料ガス供給量の比例制御を行う。
【００９２】
　そしてガス流路開閉弁８Ｂ、８Ｃの開閉によってバーナー部４ａ、４ｂ、４ｃの燃焼部
分を切り替える。
【００９３】
　なお給湯単独運転時にはガス流路開閉弁８Ａは「閉」状態を保っている。また給湯の湯
温制御は実施の形態１と同様であり省略する。
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【００９４】
　次に暖房単独運転の場合、各暖房端末機や外部入力手段２０により制御手段１７に暖房
運転開始の入力がなされると、実施の形態１で述べたように制御手段１７は、一次温水循
環流路開閉弁１２を「開」とし、一次温水循環ポンプ１０を駆動させ一次温水循環流路水
流検知手段３２で水流検知されると、燃焼バーナー４の点火動作を行う。
【００９５】
　ここで一次温水循環流路水流検知手段 は一次熱交換器水流検知手段と同様な構成で
ある。図４において燃焼バーナー４のバーナー部４ｄの部分に点火器が設けられており、
制御手段１７はガス比例制御弁７Ａで燃料ガス供給量の比例制御を行う。そしてガス流路
開閉弁８Ｄの開閉によってバーナー部 、 の燃焼部分を切り替える。
【００９６】
　なお暖房単独運転時にはガス流路開閉弁８Ａは「閉」状態を保っている。また暖房の湯
温制御は実施の形態１と同様であり省略する。
【００９７】
　最後に給湯運転と暖房運転が同時に行われる同時運転の場合であるが、この同時運転に
は給湯単独運転を行っている時に暖房運転を開始する場合と、暖房単独運転を行っている
時に給湯運転を開始する場合の２通りが考えられる。
【００９８】
　まず給湯単独運転を行っている時に暖房運転を開始する場合であるが、上述の実施の形
態２の給湯単独運転時で述べたように、給湯単独運転時にはガス流路開閉弁８Ａが「閉」
の状態で、燃料ガス供給量は給湯側のガス比例制御弁７Ｂで行われている。その状態で各
暖房端末機や外部入力手段２０により制御手段１７に暖房運転開始の入力がなされると、
制御手段１７はガス流路開閉弁８Ａを「開」とし暖房側に燃料ガスを供給する。
【００９９】
　同時運転時には実施の形態１で述べたように給湯湯温制御優先運転を行い、先に作動し
ていたガス比例制御弁７Ｂで燃料ガス流量を制御する。
【０１００】
　本構成において暖房側の湯温制御は、燃焼バーナー４のバーナー部４ｄ、４ｅ各燃焼部
分の切り替えによってしか制御できない。すなわち、ガス流路開閉弁８Ｄの開閉によって
、バーナー部４ｄ＝燃焼・バーナー部４ｅ＝消火、バーナー部４ｄ＝燃焼・バーナー部４
ｅ＝燃焼というような燃焼バーナー４のバーナー部４ｄ、４ｅの燃焼パターンが考えられ
る。
このような燃焼バーナー４の燃焼部分の選択を行って、循環温水一次熱交換器出口サーミ
スタ１１で検出される温度ができるだけ最適となるように制御を行う。
【０１０１】
　次に暖房単独運転を行っている時に給湯運転を開始する場合であるが、上述実施の形態
２の暖房単独運転時で述べたように、暖房単独運転時にはガス流路開閉弁８Ａが「閉」の
状態で、燃料ガス供給量は暖房側のガス比例制御弁７Ａで行われている。
【０１０２】
　その状態で使用者が給湯栓を「開」として給湯運転が開始されると、制御手段１７はガ
ス流路開閉弁８Ａを「開」とし給湯側に燃料ガスを供給する。ここで実施の形態１の場合
と異なり、一次温水循環流路２は一次熱交換器１の下流側で形成されるため、出湯流路６
部分には過熱された高温の湯が存在せず、給湯栓「開」時に一時的に高温の湯が出湯され
る危険性は回避できる。給湯側に点火されると実施の形態１で述べた通り給湯優先運転が
行われる。
【０１０３】
　以上のように、暖房回路加熱用水管である一次温水循環流路 を一缶体である一次熱交
換器１の下流部で構成し、給湯側あるいは暖房側のどちらか一方の先に作動しているガス
比例制御弁で燃焼制御を行う構成によれば、暖房単独運転時に給湯運転を開始した場合、
給湯栓「開」直後に出湯流路 から一時的に過熱された高温湯が出てくる危険性を回避で
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きる。また実施の形態１の場合と同様に、従来の構成である一缶体内に二水管を配置した
熱交換器の構成において、給湯単独運転や暖房単独運転を行った場合の他水管が過熱・沸
騰する現象を回避することができる。
【０１０４】
　（実施の形態３）
　図５は本発明の実施の形態３におけるガス給湯暖房機の構成を示すものである。図５に
おいて実施の形態１および２と異なるところは、一缶体である一次熱交換器１を出た後の
一次温水循環流路２を複数に分岐して、暖房回路管である二次温水循環流路 の二次熱
交換器１５を設け、より多くの暖房用熱交換部を設けて使用勝手を向上させたことである
。なおここでは複数の一次温水循環流路２として二つを考え、その内の一つを風呂回路加
熱用として想定した場合を示している。また一次熱交換器１の部分は実施の形態１の構成
で示している。
【０１０５】
　ここで風呂の追い焚きを行う場合、使用者が外部入力手段２０から風呂の追い焚き運転
開始命令を入力すると制御手段１７は一次温水循環流路開閉弁１２Ｂを「開」とし、暖房
単独運転を開始する。
【０１０６】
　そして二次熱交換器１５において、一次温水と二次温水としての風呂循環水が流れる二
次温水循環流路３３との間で熱交換が行われ風呂循環水が加熱される。ここで風呂の追い
焚き運転を単独で行う場合には、暖房端末機を加熱するほどの高温は必要でないので循環
温水一次熱交換器出口サーミスタ１１で検出される温度が、例えば６０℃となるように暖
房単独燃焼の燃焼制御を行う。
【０１０７】
　なお暖房端末機を加熱する暖房運転と風呂循環水を加熱する風呂追い焚き運転を同時に
行う場合には、循環温水一次熱交換器出口サーミスタ１１で検出される温度が所定の温度
（例えば、９０℃）となるように優先的に制御される。
【０１０８】
　そして、さらに給湯運転を行う場合には給湯運転を最優先で行う制御が行われる。また
図５に示す構成においては出湯流路３から風呂回路に対して注湯電磁弁３４を設けており
、使用者が外部入力手段２０で風呂の注湯運転を入力した場合には、給湯運転を利用して
注湯電磁弁３４を「開」とし、浴槽に使用者が指定した湯量や水位、および湯温の湯を注
湯することが可能である。
【０１０９】
　以上のように、一次温水循環流路２を複数に分岐して、それぞれ暖房回路管である二次
温水循環流路３３との二次熱交換器１５を設けより多くの暖房用熱交換部を設ける構成と
することで、使用勝手を向上させたことができる。また実施の形態１の場合と同様に、従
来の構成である一缶体内に二水管を配置した構成において、給湯単独運転や暖房単独運転
を行った場合の他水管が過熱・沸騰する現象を回避することができる。
【０１１０】
　（実施の形態４）
　図６は本発明の実施の形態４におけるガス給湯暖房機の構成を示すものである。図６に
おいて実施の形態３と異なるところは、複数の一次温水循環流路２の内、少なくとも一つ
は出湯流路３から分岐させた構成としたものである。
【０１１１】
　ここでは複数の一次温水循環流路２として二つを、そのうち少なくとも一つの出湯流路
３から分岐させた一次温水循環流路２として一つを想定し、その出湯流路３から分岐した
一次温水循環流路２Ｂを風呂回路である二次温水循環流路３３を加熱させるために用いて
いる。
【０１１２】
　前記実施の形態３で述べたような一次熱交換器１から出た一次温水循環流路２を分岐さ
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せた構成で風呂回路である二次温水循環流路３３を加熱させる場合、風呂単独の追い焚き
運転を行う場合であれば循環温水一次熱交換器出口サーミスタ１１を６０℃にする燃焼制
御を行うことができるが、暖房運転や給湯運転を同時に行う場合、実施の形態３で述べた
ように風呂の追い焚き運転はその影響を受け使用勝手が悪くなる。
【０１１３】
　しかし本実施の形態のように風呂回路加熱用の一次温水循環流路２Ｂを出湯流路３から
分岐させた構成によれば、風呂の追い焚き運転を単独に行う場合は給湯一次熱交換器出口
サーミスタ２３で検出される温度が６０℃になるよう燃焼制御し、暖房運転と同時に行う
場合は暖房運転を優先させて循環温水一次熱交換器出口サーミスタ１１で検出される温度
が９０℃となるよう燃焼制御し、給湯運転と同時に行う場合は給湯一次熱交換器出口サー
ミスタ２３で検出される温度が６０℃となるように制御することができる。
【０１１４】
　したがって、風呂の追い焚き運転に関して、実施の形態３の場合よりもより最適に風呂
の追い焚き運転を行うことができ、使用勝手を向上させることができる。また実施の形態
１の場合と同様に、従来の構成である一缶体内に二水管を配置した構成において、給湯単
独運転や暖房単独運転を行った場合の他水管が過熱・沸騰する現象を回避することができ
る。
【０１１５】
　（実施の形態５）
　図７において実施の形態１と異なるところは、入水時の水流を検知する手段として、使
用者が給湯栓を開いた時に出湯流路３の圧力低下現象を検出することを利用したもので圧
力低下検知手段３４としては圧力センサーを利用することが考えられる。使用者が給湯栓
を「開」とし、圧力センサーで検出される出湯流路３内の内圧が低下すると制御手段１７
は使用者の給湯使用を検出することができる。また実施例１の場合と同様に、従来の構成
である一缶体内に二水管を配置した構成において、給湯単独運転や暖房単独運転を行った
場合の他水管が過熱・沸騰する現象を回避することができる。
【０１１６】
　（実施の形態６）
　図８において実施の形態１と異なるところは、出湯流路３中にある容積の給湯タンク３
５を配置した構成としたことである。本構成によると暖房単独運転時に給湯栓「開」とな
った場合、一次熱交換器１内の過熱された湯の温度はこの給湯タンク３５内で緩和され、
過熱された高温の湯が直接出湯流路３から出ることを回避できる。また従来の構成である
一缶体内に二水管を配置した構成において、給湯単独運転や暖房単独運転を行った場合の
他水管が過熱・沸騰する現象を回避することができる。
【０１１７】
　（実施の形態７）
　図９はにおいて実施の形態１と異なるところは、給湯バイパス流路９とは別に流路開閉
弁３６を備えた固定バイパス流路３７を配置したもので、暖房運転を行っている時には給
湯栓「開」に備えてこの流路開閉弁３６を「開」としておき、暖房運転時の給湯使用時に
一次熱交換器１内の過熱された湯を十分な水道水で混合することで過熱された高温の湯が
直接出湯流路３から出ることを回避できる。
【０１１８】
　ここで流路開閉弁３６としては開閉式の電磁弁の構成が考えられる。その後は実施の形
態１で述べたような時間経過後に流路開閉弁３６を「閉」とし、給湯バイパス制御弁１９
で湯温制御を行う。
【０１１９】
　また従来の構成である一缶体内に二水管を配置した構成において、給湯単独運転や暖房
単独運転を行った場合の他水管が過熱・沸騰する現象を回避することができる。
【産業上の利用可能性】
【０１２０】
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　以上のように本発明にかかるガス給湯暖房機によれば、
管での過

熱・沸騰することを回避できもので、暖房と給湯との二つの機能を有する湯沸し器などに
適用できるものである。
【図面の簡単な説明】
【０１２１】
【図１】本発明の実施の形態１におけるガス給湯暖房機の構成図
【図２】同ガス給湯暖房機の給湯単独運転時の制御動作を示す構成図
【図３】同ガス給湯暖房機の暖房単独運転時の制御動作を示す構成図
【図４】本発明の実施の形態２におけるガス給湯暖房機の構成図
【図５】本発明の実施の形態３におけるガス給湯暖房機の構成図
【図６】本発明の実施の形態４におけるガス給湯暖房機の構成図
【図７】本発明の実施の形態５におけるガス給湯暖房機の構成図
【図８】本発明の実施の形態６におけるガス給湯暖房機の構成図
【図９】本発明の実施の形態７におけるガス給湯暖房機の構成図
【図１０】従来のガス給湯暖房機の構成図
【符号の説明】
【０１２２】
　１　一次熱交換器
　１ａ　給湯回路加熱用水管
　１ｂ　暖房回路加熱用水管
　４　燃焼バーナー
　９　給湯バイパス流路
　３１　入水温度サーミスタ
　２１　入水流検知手段
　１９　給湯バイパス制御弁
　１８　入水開閉弁
　２３　給湯一次熱交換器出口サーミスタ
　１２　一次温水循環流路開閉弁
　１４　逆止弁
　１０　一次温水循環ポンプ
　１６　二次温水循環流路
　１５　二次熱交換器
　１７　制御手段
　３４　圧力低下検知手段
　３５　給湯タンク
　３６　流路開閉弁
　３７　固定バイパス流路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(18) JP 3876877 B2 2007.2.7



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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